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2022年 11月 8日、内閣府男女共同参画局が「性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バ

イアス）」に関する調査結果を発表した1。すぐにネットニュースやテレビで取り上げられ、「『男性は

仕事をして家計を支えるべき』男女ともまだ半数」等と報道された。 

さらにタイトルに続いて「いずれの回答でも男性では６０代が最も低い結果となっています。」とい

うコメントが報道された。アンコンシャス・バイアスだから、高い方が悪いはず、男性では６０代が

最も良い？！ここで私（６０代男性）のアンコンシャス・バイアスが働いて、「よくわからないが、き

っと６０代男性の方が若い人より差別的だという結果だったのだろう。」と、その時は考えた。ただ、

どうもすっきりしないので、内閣府の発表資料を確認することにした。 

この調査は昨年が第１回で今年が２回目ということだ。第１回の発表資料に調査の目的は「アンコ

ンシャス・バイアスについて、気づきの機会を提供し、理解を促すことでその解消を図る。」とある。

調査の方法としては、性別役割、その他性別に基づく思い込みの項目について、「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」の４段階で聞いている。 

調査結果を確認していくと「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の回答の合計値が「無意

識の思い込みがある」の結果数値となっている。高い方が「思い込みが強く、性別バイアスが強い」

を示していることになる。私の「６０代男性の方が差別的でしょ」は間違っていたようだ。では本当

に６０代男性の方が２０代男性より性別に関するアンコンシャス・バイアスが低いのか。 

まず男女を合わせて「そう思う」または「どちらかというとそう思う」の割合が最も高かった「男

性は仕事をして家計を支えるべきだ」について見てみよう。この項目については、下表の通り、６０

代男性の方が２０代男性よりバイアスが強いという結果になっている。 

性別役割に対する考え 

項目 ２０代男性 ６０代男性 

男性は仕事をして家計を支えるべきだ ４３．９％ ６０．７％ 

では、ニュースの「いずれの回答でも男性では６０代が最も低い結果となっています。」は何を意味

 
1 https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r04.html 
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しているのか？発表資料を詳しく見ると、「職場の役割分担に関する項目において、２０代男性で「そ

う思う」又は「どちらかというとそう思う」と回答した割合が高いものが多くみられる。」と書かれて

いる。その例として挙げられているのが、下表の５項目だ。 

職場項目における性別役割意識 

項目 ２０代男性 ６０代男性 

職場では、女性は男性のサポートにまわ

るべきだ 

２０．５％ １２．２％ 

男性は出産休暇／育児休業を取るべき

ではない 

１８．２％ １１．６％ 

仕事より育児を優先する男性は仕事へ

のやる気が低い 

１８．９％ １３．１％ 

営業職は男性の仕事だ 

 

１９．３％ １０．０％ 

女性社員の昇格や管理職の登用のため

の教育・訓練は必要ない 

１７．２％  ８．４％ 

 いずれの数値も先ほどの「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」の５０％前後の数値に比べれば

低い数値だが、明確に２０代男性の値が６０代男性の値を上回っている。なるほど、これがニュース

にあった「いずれの回答でも男性では６０代が最も低い結果となっています。」の正体のようだ。 

 ここまででわかったことは、 

⚫ 一般的な項目では男性の中で６０代男性の方が２０代男性より、「性別による無意識の思い込み（アン

コンシャス・バイアス）」が強い。 

⚫ ただ、職場に関連する項目では、２０代男性の方が６０代男性よりも思い込みが強い。 

ここからはあくまで筆者の推測であるが、職場において男女を平等に扱う動きが加速してきた中で、

若い世代の男性の方が、同世代女性との競争にさらされることや同じ業務を同じ立場でするケースが

多く、こうした結果が出てきてしまったのではないだろうか。 

社会や企業の考え方、行動が大きく変化する中での過度期的な症状と思いたいが、女性活躍推進を

進める中で職場における軋轢・摩擦が生じている可能性を示唆している。調査結果をきっかけにアン

コンシャス・バイアスの解消が進むことを期待するが、バイアスが解消していくまでの間に職場にお

いて差別的行動・言動が生じないように注意が必要だ。 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が目的で

あり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


